
環境配慮型舗装を実施しました               

 

多治見砂防国道事務所 
 
    多治見砂防国道事務所は、多治見市と連携して、国道や市道の

一部のバス停歩道部において、多治見地場産であるタイルのリサイ
クル材を使用した舗装材で太陽熱を反射し、冷却効果に優れた環
境配慮型舗装を試験的に実施します。  
 平成２４年９月１２日（水）に、国道１９号住吉町及び金岡町バス停
歩道部にて、約１０ｍの舗装を実施しました。 
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施工実施日 ： 平成 ２４年 ９月 １２日 （ 水 ）

施工場所 ： 国道１９号 住吉町バス停歩道部
多治見市道 金岡町バス停歩道部

施工内容 ： 環境配慮型舗装
Ｌ＝約１０ｍ
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